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構造改革と草 

１、はじめに 

 土地利用と畜産を考

えてみる場合、われわ

れまず農業とはなんぞ

やということを考えてみる必要があると思います。

皆さんすでにご承知のように農業とは土地に労働、

資本を投下して土地生産をあげることで、従って土

地というものが生産の全ての基盤になるところに農

業の特徴があります。 

 日本農業の特徴はいうまでもなく規模が零細なこ

とです。従ってこれを技術的な面からみると、単位

当りの生産をあげなければならず、いわゆる集約農

業が行なわれております。そこで日本の農業は米麦

を中心にして発展して来ました。 

 また、立地条件、即ち気象条件をみますと日本は

アジアのモンスーン地帯に属し、世界でも有数の多

雨地帯で水稲作発達の一つの大きな条件でした。こ

のように米作技術が発達したことで同時に、日本は

四面を海に囲まれた島国であるため、海産物から十

分蛋白が補給できたことからも食習慣が米食中心に

なってしまいました。 

 ところが戦後、交通機関の発達によって地球が小

さく狭くなってきて、分化とか物質の交換が短時間

で行なわれるようになり、経済も自由貿易、開放経

済へと進んできました。 

 さらに憲法で「各人の健康にして文化的な生活を

営む権利」が主張されると、全ての国民が食生活を

始めとして、幸福で楽な生活を強く望むようになり、

そして一番の打撃をうけたのが農業及び農業従事者

でありました。 

 

２、農業構造改善と草の関係 

 農業は土地を使って植物を栽培し、動物を飼う産

業であり、これからの産業の方向としては問題があ

ります。そこで国では農業基本法にもとづいて「農

業構造改善事業」を推進しております。しかしなが

ら、われわれ農業人は農業構造改善事業のあること

は知っていても、一体、これは何の為にやっている

のかという関心は薄いように思われます。この改善

事業とは、農業の構造を変える一つの現象を表わせ

るための仕事をすることですが、それには改善する

ポイントがどこにあるかを知っておかないと本当の

改善事業はできません。また、このポイントは農業

の構造をよく知っておかないとつかみ出せません。

われわれは末端に現われた現象形態のみにとらわれ

て、農業の構造、またこの構造から発生していると

ころの改善のポイントを認識していないため、構造

改善事業は何か上から頼まれたからやっているとい

う形になってしまっているように思われます。従っ

て、構造改善事業をやってみたけれど、国や県、町

村長さんのおっしゃることはどうも理解できない、

こんなことならやめたほうがよいと農業の人はよく

いわれます。まるで他人事のように言われます。 

 これは大変なまちがいです。何故私がこんなこと

を言うのかといえば、農業の構造と草の関係を話し

たいからです。 

農業の構造とは一体何か 

 ここで私が皆さんによく知って戴きたいことは、

一体、農業の構造とは何かということです。 

 この構造は地域、各人の経営の違いによってそれ

ぞれ異なります。異なるからこそ各人が自分の農業

の構造を十分把握して、改善点をつかみ出すことが

必要になります。 

 そこで農業の構造とは何かということを申しまし
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ょう。私なりの考えで申しわけありませんが、農業

構造の第一の柱は、土地の使用、収益権であります。

農業を行う場合、土地をどんな条件で使用している

か、つまり土地の所有形態が重要なわけです。そし

てその土地の広さ、また分散しているか、かたまっ

ているかも大切です。 

 次に土地の問題が決まると、農業生産を行なう施

設、つまり建物、農道はどうどうかが構造の一つに

なります。 

 第三には、資本装備の問題です。資金の借用、蓄

積の点です。 

 四番目には、農業の生産手段がどうなっているか

です。 

 そして最後五番目にその農業経営の所得です。 

 以上、五つのものさしに自分の農業経営を照らし

合せてみて、どこに不足な点があるか、また無駄に

なっているところはないかを検討して改善点を見つ

けます。これと構造改善事業と結びつければうまく

ゆくのではないかと思います。 

 

３、土地利用の範囲はまだ伸びる 

 このように農業生産は土地利用を前提として行わ

れますが、それでは四つの島からなる日本にどのく

らいの土地があるかというと、総面積が 3,700 万 ha

で、このうち水田 300 万 ha、畑その他が 300 万 ha、

あと山林が 2,300 万 ha あります。この山林原野は未

墾地が多く、今後開発利用できる面を多く含んでい

ます。しかし、傾斜度、高度、温度によりおのずと

限度があります。特に生殖生長を行わせ穀実を収穫

する場合には範囲がきめられてしまいます。しかし

ながら、植物の栄養体、つまり「草」のまま収穫す

るとこの範囲は日本においても巾広く拡大されます。

ここに「草を作る」ということが問題になってきま

す。 

 「農業は植物と動物を生産する業なり」とは先程

も述べましたが、草を栽培して、そこに動物を導入

してはじめて本当の農業ということができましょう。

草を栽培することは迂回生産の手段でもあります。

つまり草はそのまま食用になりませんから、動物に

与えそれを毛、血、肉、乳にかえさせます。 

 産業上の立地条件の違いによって草の導入方法も

異なりますが、世界では３千ｍ高所で牧草を栽培し

ている例もあり日本の 2,300ha の未耕地もまだまだ

利用大と申せましょう。 

 

４、草と結びつく家畜 

 土地利用と草の関係について話してまいりました

が、それではこの草を利用してどんな家畜が入るか

といえば、四つの胃をもつ草食動物がこれに当り、

そのうちでも資本の回転の早い酪農が浮び上ってま

いります。しかし、草は酪農としか結びつかないと

いうのではなく、粗放的に草が生産できれば粗放家

畜を導入してよいのです。ただ、牧草もわりと労力

と金がかかりますから、やはり資本の回転の早い酪

農が一番入り易いのです。 

一体、酪農とは何か？ 

 それでは全面的に酪農をやってよいかというと、

ここにも問題があります。経営上の問題と技術上の

問題です。 

 そこでまず酪農とは一体何かということを考えて

みる必要があります。 

 作業体系より酪農をみますと酪農は 

 １、動物の飼養管理作業 

 ２、飼料作物の管理作業 

この二つの作業のみにいいつくせます。このことは

周知のことながらあまり認識されておりません。わ

れわれが酪農家に行ってまず見るのは乳牛です。皮

膚の色艶がよいとか、乳動脈がどうの、乳房の形状

がどうのと調べます。農家の人も家畜の管理には大

変注意を払っており、また高等登録で何点とった、

平均乳量を何 kg だしますといって自慢します。 

 それはそれで大変けっこうなことですが、土地、

畑も同じように大切です。土壌が酸性になっている

のではないか、作業が不便ではないか、何 kg収穫で

きるか、病中害は出ていないかということは家畜に

ついてと同等以上に重要なことなのです。 

 それでは今後、日本の酪農はどんな方向に進むか、

飼料形態からみますと次の五つの形があると考えら

れます。 

 １ 飼料生産 主―購入飼料 従 

 ２  〃   半―〃    半 

 ３  〃   従―〃    主 
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 ４  〃   適当―〃   適当 

 ５ 都市近郊酪農 

 この五つの形体に自分の酪農経営をあてはめて、

土地の利用の方法を考えてゆけばよいでしょう。 

 

５、これからの飼料状況と草の将来性 

 ところで、この草の生産を全く酪農から切り離し

て、土地利用上からのみ草の生産を行う形、牧草を

換金作物として栽培する形が今後増加していってよ

いと思います。都市近郊酪農とはまるっきり反対の

形ですが、こう考えると日本農業の拡大の余地大と

思います。 

 現在、牧草の品質のよいものはペレット、ミール

として相当量輸入されていて、配合飼料に入ってお

ります。近い将来、牧草もどんどん市場に出廻り、「無

市価物」から市場価値を持つようになってくるでし

ょう。この評価の方法によっていろいろと価格も異

なってくるでしょうが、開放経済下では国産飼料の

生産がとくに大切で、そして市場価値を持たせるよ

うにしなければならないでしょう。 

 さて、国では昭和 45 年までに乳牛を 270～290 万

頭にするといっています。にわとりもますます増加

するでしょう。 

 それではこれらの家畜がどれだけの飼料を喰って

いるかといいますと、昭和 38 年度に濃厚飼料を

1,200 万ｔ使用しています。このうち輸入したものが

500 万ｔです。この量は、１万トン級の船が毎日２隻

どこかの港に入っていることになります。 

 しかし、外国から輸入してきているのはその国の

余剰農作物であるということを忘れてはなりません。

世界的な食糧不足の趨勢のなかにあって、こんな外

国依存の飼料状態では、必ず日本畜産が壊滅するよ

うな時がくるのではないかと憂慮されます。 

 ここにおいて、四つの胃を持つ家畜が非常な強み

を発揮してきます。あの大きなズウタイのゾウも四

つの胃をもち、草のみを喰ってからだを維持してい

ます。 

 良質の牧草を作ることによって、また牧草の使い

方によって、現在の濃厚飼料を大巾に減らしてゆく

ことが可能になってまいります。それには、牧草の

加工、貯蔵、利用の技術が重要になりますが、良質

牧草であれば、生草で牛は体重の 12～13％、固形分

で 2.5～3.0％喰い込みます。 

 これまで述べてきましたように、草を作ることは

植物の栄養体を利用することであり、土地利用の最

たるものといえましょう。 

儲かる畜産経営と草 

１、畜産経営の基本問題 

 儲かる畜産経営にするためには二つの大きな点が

あります。 

 １、生産物価格を上げる 

 ２、生産費を下げる 

 一の価格の問題は、経営者の集団、政治の問題で

われわれの手ではどうにもならず、今日の問題でな

く、明日の問題であります。 

 二の生産費については現在のわれわれの問題とい

えます。 

 いま安定している酪農家の経営の経費を分析して

みますと、エサ代が 60％を占め、あと償却費 20％、

維持費 20％となっています。エサ代のうち購入した

ものが 60％（全体の 36％）、自給が 40％（24％）一

般であります。 

 この購入飼料、濃厚飼料を牧草、飼料作物を作っ

て自給するようにしたらどうなるでしょう。 

 

２、畜産に草を入れる前に 

 草を導入するにあたって、まず草をどの程度に評

価するかどんなものを入れたらよいかを決める必要

があります。 

 １、牧草の評価のしかた 

 ①成分価 
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 これは牧草が持っている成分（DCPTDN 等）量に

よって価値を決めるものです。 

 ②費用価 

 牧草を作るのにかかった費用で値段を決定する

もので、全く原価と申せましょう。 

 ③ピーターソン方式 

 牧草を大豆粕とかフスマなどに比較して値段を

決める方法です。 

 ④利用価 

 全収入から費用から差引いた残りのうち飼料作

に当然かかった金、つまり牧草の価値に帰属する

べき費用で決定する方法であります。 

 ここで外国の評価法を紹介しますと、アメリカで

は山は草地に肉牛を放し、大きくなれば販売します。

肉の価格は毎年違うのですが、その価格で今年の牧

草はいくらに見積ればよいかを決めます。オランダ

では帰属法（利用価）で大ザッパな価格をきめて、

次年度の牧草生産計画を作ります。 

 ２、牧草の特性をよく知る 

 牧草にはたくさんの種類があって、それぞれ地域

性、生産性などが異なります。この特性を十分知っ

ていないとしっかりした生産計画はたてられず、こ

こに牧草生産性対策の技術が必要になります。 

 牧草の収量は地力、気候によって違いますが、こ

の条件ではこの程度の収穫があるという目安が徐々

に研究されています。その証拠に、最近の畜産発展

の主要な役割を果してきたイタリアンライグラスや

ルーサンをはじめとして、現在の主な牧草は殆んど

明治３年から８年頃まで日本に導入されており、前

述の牧草が伸びてきたのは最近になって特性が知ら

れてきたからです。 

 この特性をしらないため農家の方がよく失敗して

いる例があります。農家の方はタネ屋に赤クローバ

ーなら赤クローバーを取り寄せてくれとのみ注文し

ます。そして後で発芽が悪い、思ったとおりの生育

をしないと不平をいいます。一口に赤クローバー、

オーチャードといっても、それには早生も晩生もあ

ります。そこでよく利用目的、土地条件、前後作な

どを研究してタネを注文します。これはタネ牛を選

ぶのと同じことです。 

 ところで日本に入っている牧草は北方型が大部分

で、夏枯れ対策用の暖地型牧草はまださかんに研究

されている段階です。現在の主要牧草の生育条件を、

１日平均温度からみますと、 

 17～22℃―最適 

 25℃以上―発育鈍化 

 30℃―発育停止 

 30℃以上―夏枯れ 

となっています。 

 

３、年間平均した草の生産 

 ある酪農家の経営をみた場合、飼養頭数は７頭、

10 頭と年間だいたい決っており、必要なエサの量も

決っています。そして年間平均して給与する必要が

あります。 

 ところが牧草というものは一般的にみて 17～20℃

が生育に最適でありますから、四季に分けると春と

秋に多く、夏はいたみ、冬は枯れてしまいます。つ

まり生産のピークが４～６月にあり、７～８月は夏

枯れを起し、そして９～10 月にはまた生育が旺盛に

なってきます。 

 牛を飼ってゆくためには前述したようにこの二つ

の山と二つの谷をならさないといけません。 

① 草の貯蔵加工 

そのためにはいろいろな方法がありますが、

まず第一にこのピークに余った部分を貯蔵

加工しておくことです。乾草なりサイレー

ジに加工して、冬季間、夏の端境期に給与

します。 

② 夏季に暖地型牧草を導入 

 夏枯れが起るのは 30℃以上となり、牧草の

生育が害されるためでありますからこれを

防ぐにはこの期間に高温に耐えられる牧草

を作ればよいことになります。最近入って

きているものにバミューダグラス、ネーピ

アグラス、ローズグラスなどがあり、皆さ

んすでにお聞きになっていると思いますが、

まだ試験研究の段階です。 

 これらの牧草を取り入れることは結構なの

ですが、ただ注意しなければならないこと

は、夏の最高温度と冬の最低温度の差が

20℃以上もあるところではこれら暖地型牧
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草は越冬できないので、一年草として扱わ

なければなりません。 

③ 夏作を導入する 

  第三の方法として夏作、つまりデントコー

ン、ソルゴー、テオシント、スーダングラ

スといった一年性の飼料作物をこの端境期

に合うよう播種しておきます。 

 これらの方法でできるだけ資料を平均させるので

すが、要は、必要な草の量が決っているのだから頭

数と草の生産量をバランスさせることです。それに

は自給飼料生産計画を樹てる必要があります。 

 

４、草と濃厚飼料の関係 

濃厚飼料を減らしてコストダウンをする方法 

 自給飼料で足りない分を濃厚飼料で補うのですが、

いくら買うかはだいたい飼料標準で決めます。我国

で一般に使われているものにハンゾン氏方式、NRC

方式がありますが、原理は同じことです。 

 しかし、標準どおり給与すればそのとおりの乳が

出たり、肉が付いたりすると考えてはいけません。

これはあくまでも一つの標準で、牛には個体差があ

るし、草にも個体差があって、よく自分で調べて決

めるべきです。 

 ところで反芻家畜について考えてみた場合、飼料

で調整できるのは濃厚飼料だけです。それでは粗飼

料、維持飼料、生産飼料と呼ばれているものについ

て考えてみましょう。 

 粗飼料についての定義はまだありませんが、私は

粗飼料とは風乾物の量とその中に含まれている無機

成分によってきまると思います。生草を乾草にする

場合、上手に脱水すれば濃厚飼料と殆んど同じ成分

になり、粗飼料とは言えなくなります。そこで私は

質量ともにすぐれた草が作られるならば、反芻家畜

に対しては飼料でなく基礎的飼料といったほうがよ

り適確だと思います。粗飼料を基礎飼料と呼べば、

飼料標準のなかの維持飼料と生産飼料を区別する必

要はなくなります。 

 今までの飼料給与の慣行例では、乳脂率 3.2％の乳

を１日 15kg 出している乳牛がいた場合、この牛乳の

半分の必要栄養分は維持飼料として粗飼料を、残り

半分は生産飼料として濃厚飼料を与えています。こ

のような給与方法では、いくらいい牧草を作っても、

野草の一貫も稲藁の一貫も同じことです。そこで、

この乳量の 10kg 分は基礎飼料という形で給与し、あ

との５kg 分を濃厚飼料で補うべきと思います。我々

の試験でも、良質の牧草であれば牧草のみで１日 17、

８kgの乳量は出しております。 

 牛には個体差があり、草にも品質のいろいろなも

のがあって一概には申せませんが、ここらで維持飼

料は粗飼料で生産飼料は濃厚飼料でという観念をす

てて、できるだけ良い牧草を与えて生産コストを下

げるべきと考えます。しかし、そのための努力をし

ないといけません。いくら上等な牧草でも牛が喰っ

てくれなければならず、第一胃の大きさが問題にな

ります。第一胃の大きさは個体差が激しく雌の大き

いもので258ℓ程度といわれ、小さいものではこの1/5

にすぎません。第一胃が大きくて基礎飼料の喰い込

みのよいものは耐用年数も永くたいへん有利になり

ます。つまり、育成時に良質の基礎飼料を十分与え

ることが必要です。 

乾草が必要なわけ 

 我々が昔から牛には乾草が絶対必要だと教えられ

ました。乾草は生草から水分を取ったもので、栄養

的には損得ないのだから生草でもよいではないかと

も思われます。それでは何故乾草が大切かと言えば、

こんな理由からだろうと思います。 

 いま乳牛で考えてみた場合、喰込む基礎飼料の量

は大体体重の 12～13％です。500kg の牛が体重の

12％喰込むとすれば、生草で 60kg になります。この

草が水分 80％含んでおれば、60kg 中 48kg は水にな

ります。これを水分 60％までに乾草させると、固形

分の量は倍になり、それだけ濃厚飼料が減らせるわ

けです。ここに乾草の価値があるのです。水分 60％

というのは、動物の体組成をみると大体水分 60％で

あるから、この程度の乾草ならいくら給与しても生

理的に悪影響はないと思うからです。 

 従来、日本の畜産経営では乾草は越冬用のための

ものでしたが、これからは濃厚飼料を省くための乾

草として考えたいものです。 

 

５、飼料生産計画のたて方 

 飼料の生産計画と取組むには、牧草と土地の地方
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維持の関係、飼料価値、労働の配分などを考慮に入

れますが、生産したものを利用するためには、牧草

の栽培技術と栽培の手順がうまく組合わさっていな

いといけません。 

 ①栽培の場の確保 

 ②牧草の種類の選択 

 ③牧草生産目標の決定 

 牧草を栽培する前に以上のことを決めておかねば

なりませんが、これにはいろいろな技術を習得して

おく必要があります。その一番大切なことは土壌の

調査です。 

 ①酸度の矯正 5.8～6.8 

 ②燐酸吸収係数の調査 

 燐酸が土壌粒子と結合してしまう土地では施肥し

ても草は利用できません。 

 ③窒素、燐酸、加里、マグネシウム等の含有量の

調査 

 牧草のタネを蒔くまえにこの三点は調べる必要が

あります。そして牧草がいくら肥料分を吸収するか

を調べて施肥量を決めますが、注意することは植物

には肥料の利用率というものがあることです。硫安

は 21％窒素を含有していますが、施肥した場合、実

際に牧草が利用するのはこのうち 20～30％にすぎな

い。そこで次のことをよく考慮して牧草の生産量と

施肥量を決めます。 

 ①地方 

 ②牧草の肥料分収穫量 

 ③牧草の利用率 

 ④肥料分の天然供給量 

 そこでおおよその目安で次のように考えて下さい。 

 収穫 目標 ５トン 10 トン 15 トン 

 窒素    13kg  33kg   53kg 

 燐酸    25   50    75 

 加里    13   30    67 

 

６、植生の状態と草の生産 

 生産量を上げるためには種々の管理が必要ですが、

もう一つ私が注意をうながしたい重要な点は「植生

の状態」です。植生を簡単にいえば植物社会のこと

で、この植生の状態をうまく調節することが増産の

秘訣であります。人間社会、動物社会をみても同類

が群を作る習性があります。植物でもススキはスス

キでかたまって、ここにチガヤに入ろうとするとこ

れを排斥します。 

 牧草の栽培上、混播した方が飼料としては配合さ

れていてよいのですが、植生上からみると牧草も単

播してもらうのが一番よく、混播は植物にとっては

迷惑なことなのです。 

 混播して一番競合の激しいのは、土地から養分を

吸い上げる根です。 

 混播するには一般にイネ科とマメ科の牧草を使い

ますが、最初丁度よい割合に蒔いても、しばらくし

て競合がおこり一方が勝ってきます。これを肥料で

調整するのが大切な技術の一つになるのです。 

 イネ科とマメ科では肥料に対する効果が異なりま

す。いまかりにクローバーが勝ってオーチャード負

けたとすると、マメ科に窒素を施すとてきめんにい

たんできますから、硫安を施肥してオーチャードを

元気付けてクローバーを圧えます。さらにオーチャ

ードを追播します。このように肥料は生産をあげる

ために使うのみならず、植生を変えたり、維持する

ことも考えて使って下さい。 

 

７、野草の利用 

 金をかけて牧草を作るばかりでなく、畜産経営の

形体によっては雑草、野草を利用することが有利な

ことも多々あります。牧草が野草より改良されてい

る点は次の４点でしょう。 

 ①牧草は再生力が強い 

 ②肥料の利用率が高い 

 ③栄養価が高い 

 ④採種が容易である 

 しかし、野草でも生育初期には牧草と同じ価値を

持っており、また牧草にはなりある種の養分を含ん

でいることもあります。牧草も野草も牛の胃内に入

ってのルーメン醗酵は同じです。 

 

野草地に牧草を作る方法 

 機械で木を切り、抜根し、表上を反転して牧草地

にしたのでは大変金がかかるし、そこに優秀な野草

があっても何にもなりません。そこでの野草を利用

しながら牧草地を作る方法に、周知の「重放牧」と
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いう方法があります。 

 解り易くいえば、牛の足をトラクターがわりにし

てひっかき回し、植生を破壊してそこに牧草を蒔く

のです。ジャージー牛の片足で踏まれた所は７ｔの

トラクターが４回通ったと同じ効果があるといわれ

ます。重放牧は牛の足に播種床を作らせるのだから

蹄耕方といえましょう。 

 そこで牛を歩き回らせるためには空腹状態で放し

ます。そして牧柵で囲い草の多い所に逃げないよう

にします。しかしこのままでは栄養状態が悪くなる

ので、時期をみて基地に反して良質飼料を与えまた

放牧に出します。還元された糞尿は牧草の生育を助

けて好都合です。 

 新墾地に牧草を蒔く場合でも普通作物と違って深

耕する必要はなく、機械で起すときでも 16cm 以上は

必要ないと思います。牛の蹄で圧さえた程度が丁度

よいことになります。 

 それでは何頭放牧するかといえば、ススキ、ササ

が密に繁茂している土地では 10ａ当り１日 80 頭は

放牧しないといけません。あまり密でない場合は１

日 40頭ぐらいで丁度よい播種床ができます。 

 このように良い野草の中に肉牛、縮羊を入れ、他

方で牧草を作り資本回転の早い乳牛を導入して畜産

経営を営むのが、一環した草地農業の理想と思いま

す。 

 

８、草の利用適期 

牧草の刈り取りの時期によって、成分は大きく違

います。理論から言えば７インチ（18cm）の頃が栄

養価値が一番高いのです。しかしこれでは刈り取り

利用はむずかしく、放牧利用する適期だと言えます。

あまり長くなると残草が多くなるから７インチ頃が

放牧利用の適期と考えておいて下さい。 

 貯蔵加工する場合はまたおのずと違います。とく

に最近では変ってきており、数年前まではサイレー

ジを１日 15kg（４〆）以上給与してはならないとさ

れていましたが、現在は無制限に給与してよいとい

われております。サイレージの材料についても、乳

熟期に刈り取るのが従来のやり方でしたが、最近の

研究発表では登熟期に入りやや固くなったものが、

乳を搾るにはもっと適しているとしています。採草

利用では、収量、労働生産性から考えて一般的に開

花前後に刈り取ってさしつかえないでしょう。（終） 

 


